
平成 8年 10月 南座 

主な配役 

 

 

「はなのお六道中みやげ」 

第一幕   

お六（藤山直美） お六の母親おみね（酒井光子） 番頭重兵衛（高田次郎） 若

旦那喜之助（山下規介） 芸者染吉（川奈美弥生）  阿漕のお松（井上英以子） 

清八の女房お寅（千草英子） お六の弟一太（戸田都康） 同仁助（山下修一） 

同末吉（藤山扇治郎） 同妹お花（細川良美・保田美帆） 同お留（澤田美保）  

百姓為三（鍋島浩） 為三の女房おさく（二宮富士子） 村の子供一（長瀬有紀

子） 同二（曽我廼家一二三）  手代善吉（曽我廼家八十吉） お松の手下辰次

（関口義郎）同平助（菊池聡）左官喜六（はな寛太）大工清八（いま寛大）沢村あ

やめ（吉沢京子）京花屋菊之丞（嵐徳三郎）旅役者木瓜之丞（リリアン） 伊勢参

りの老夫（喜多康樹）同老妻（松岡偲）茶店の娘おうめ（出口ルナ）丁稚天松（渋

谷天外） 

第二幕   

花札屋猪鹿蝶（曾我廻家文童） 女房鶴松（二宮冨士子） 主家僧西行（淀川曠

平） 旅役者万両（西島敦子） 同つた也（山辺絹代） 同撫子（三橋渚） 同たん

ぽぽ（出口ルナ）同初菊（河合美佳）同牡丹（泉しずか）同はまゆう（松岡偲）同

かえで（小牧らん）同山吹（かんな梨央）同れんげ（辻葉子）同桃太郎（関口義郎）

力業の海坊主（訴台廼家八十吉）籠抜けの桐造（大原勝道）独楽廻しの梅吉

（はな寛太）物真似のうぐいす（いま寛大）足芸の藤太夫（甲斐正法）竿 

第三幕   

徳川家斉（小島慶四郎） 側用人田辺右近（山下規介） 美濃屋番頭嘉七（淀川

曠平） 茶店の女房おかつ（千草英子） 子分由松（曽我廼家八十吉） 同寅吉

（甲斐正法） 同卯之助（鍋島浩） 同辰三（関口義郎） 同心立花藤馬（大原勝

道） 捕り方（菊池聡・曽我廼家一二三・池田幹・山下修一・都築謙次郎・寺本進

也） 参詣の老婆（松岡偲） 同町娘（かんな梨央） 飴屋（岡村康幸） 花売り（小

牧らん）  鳥追い（河合美佳） 三下鍋吉（戸田都康） 女中お玉（山辺絹代）近

習戸沢（甲斐正法）同松谷（嵐徳丸） 腰元若葉（井上英以子） 同紅葉（西島敦

子） 同竹葉（三橋渚） 同繁葉（金谷真由美） 腰元（出口ルナ・加来千春・長井

秀美・海野昌世・神崎あゆみ・泉しずか） 小姓（長瀬有紀子） お竜の妹お雪

（吉沢京子） 久利加羅お竜（三林京子） 

 


